
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

保幼こ小のかけはしプログラム通信  

Ｎｏ.７     
令和７年３月発行 

作成者：譜久村  

本市では、令和6年度から令和8年度までの3年間、上田小学校区（上田小学校・上田こども

園・あゆみ保育園・へいわだい認定こども園）を架け橋プログラムのモデル校区とし、保幼こ小の

架け橋期の教育の充実をめざしています。今回は、「あゆみ保育園公開保育と合同研修会までの取

組」と「公開保育当日の様子」について紹介します。 

豊見城市幼児教育センター  

子どもの姿が出発点 ～「接続の質」を高める保幼こ小連携をめざして～ 

★公開保育に向けて園と行政が連携・協働して取り組む★  

 

 

●概要（趣旨）等の説明・共通理解を図る 

●園と共に日程等を考える 

●園の実態等について把握する 

スタート 

事前訪問 

●外部講師を招聘し、相談会を設ける 

事前訪問後の支援 

●事務局が訪問し、子ど

も主体の保育等につ

いて共通理解を図る 

レゴブロックで学校ごっこが始

まったそうです。（参観者からの

振り返りより） 

段ボールや大型積み木がある

ことで、遊びが生まれます。 

自分のイメージや考えを伝え合う

ことで、協同的な学びが自然と生

まれます。 

次のページへ

ＧＯ！ 

公開保育の様子 

～園の不安感を軽減する～ 

あゆみ保育園の皆さんにとって

は、初めての公開保育ということを

知り、安心して保育を公開できるよ

う、計画的に園へ足を運び、対話を重

ねました。また、琉球大学の「アドバ

イザリースタッフ派遣事業」を活用

し、指導講師の宮城利佳子先生に事

前訪問を依頼し、園の理念や今重点

的に取り組んでいること、担任の保

育に対する思い・考え等を共有しな

がら、保育に対する指導・助言をいた

だきました。 

「遊び込み」

について共

通理解を深

めました。 

★2月18日 あゆみ保育園公開保育及び合同研修会★  

Ａ児：上田こども園へ

行くんだ。 

Ｂ児：違うでしょ。上田

小学校でしょ。 

これをどうし

よう・・・ 

持ち上げている

から、ここに入

れてみて！ 

いい感じ 

もう一枚つな

げてみよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 公開保育後すぐに、保育の振り返りを行いました。1 年生の先生

は、授業のため一旦学校へ戻りましたが、代わりに校長先生がお見

えになられました。校長先生や１年生の先生が園に来てくれたこと

で、子ども達や、園の職員もすごく嬉しかったと思います。保幼こ

小連携の取組を学校全体で取り組んでいくことの大切さを改めて

実感しました。 

 振り返りタイムでは、参加者自身に「いいね」と感じた場面を参

観中に撮ってもらい、プロジェクターで写し、その場面についてプ

レゼンテーションをしていただきました。やはり日頃、自身の園で

子ども達をよく観ている保育者さんたち。子どもの内面や育ってい

るだろう力（資質・能力）を読み取り、分かりやすく説明してくれ

ました。 

楽しそうだ

から仲間に

入れて 

保育者の環境構成の工夫があると、子ども達は、自分たちで仲間関係

を広げ遊んでいました。 

これくら

い？ 

もう少し下

げてみて 

公開保育後の振り返り 

写真を通して、子どもの姿を語り

合うことで、その場面を見ていな

かった方もイメージしやすくなり

ます。お互いの考えや思い、見方

等に共感し、尊重することが大切

ですね。 

事後の合同研修会 

ワークショップで遊びにつ

いて意見を出し合う保育者

と小学校教諭 

ワークショップでは、「協同的な学び

が生まれる保育」を協議の視点とし、

参観時の子どもの姿から一場面を選

んで、みんなで遊びの広がりについて

意見を出し合いました。 

プレゼンテーションをする

島袋先生と政野先生 

日頃の保育で大切にしている

こと、これまでの保育の足跡に

ついて説明してくれました。 

 

琉球大学講師  

宮城利佳子先生のミニ講話 

「今求められている保幼こ小の円

滑な接続の在り方」と題し、ご講話

いただきました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊見城市幼児教育センター 

あゆみ保育園の皆様、公開保育ありがとうございました。今回も参観時の子どもの姿を中

心とした語り合いを通して、他者の様々な視点に気付く機会となれたことと思います。他小

学校区においても、独自で保育参観等を実施されている地域もあるかと思いますが、参観の

みで終わるのではなく、ぜひ、子どもの姿を保幼こ小の職員間で語り合って幼児理解を深め

ながら、架け橋期のカリキュラムの作成・実施へと活かしていただきたいと思います。 

今回使用したワークシートや、参観シート等は、市 HP「豊見城市幼児教育センターのページ」からダウンロー

ドできますので、ご活用ください。また今回の宮城利佳子先生の講話資料も本通信と一緒に送付いたしますの

で、ぜひ目を通され、園・学校全体で保幼こ小連携・接続について理解を深めていただきたいと思います。 


